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コミュニティ単位の｢場+を用いたコミュニケーションシステムの画面例
日立製作所は,コミュニティベースの地域情幸糾ヒで,コミュニティを活性化するための連携(コラボレーション)環境を提供する｡

わが国の｢e-+apan戦略+では,2005年までに世界最先端のIT(lnformationTechno10gy)国家になることを目標としている｡

その中でも,地方分権化の流れにある地方自治体(地域社会)は,什活用などを通して大きく変革することが求められている｡

現在,自治体は,行政情幸馴ヒによる住民サービスの充実に努めている｡しかし,次の段階では,地域が抱える課題への対処を

主眼とした地域情幸馴ヒヘの取り組みが必要となり,最終的には自律的地域経営へと指向を変えていくことが求められる｡

今後は､このような変革を前提として地域情報化を推進すべきであり,単純な現状業務のシステム化とは異なるアプローチ

が求められている｡このような背景の下で.｢コミュニティ+がキーワードとして注目されている｡日立製作所は,地域二一ズの

変化に応じた新たな地域情手引ヒを目標に,ソリューションを整備して地域コミュニティの活性化を支援していく｡

はじめに

地域社会の活性化が求められている｡｢e-Japan戟略+

の中でも地域社会は｢個性豊かで活力に満ちた社会+とし

て構想されており,地域情報化は大きな期待を集めてい

る一つの手段である｡別の言い方では,IT(情報技術)装

備の有無によって｢ディジタルデバイド+が生まれ,社会

階層間あるいは地域間に経済面などで格差が生じること
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から,地域情報化,すなわち地域でITを活用することが

重要であるとも言える｡情報化は地域にとって重要な課

題であり,地域が主体となってIT環境を活用していく必

要がある｡

しかし,情報化によって地域生活環境を高度化すると

いう行政の積極的施策に対して,利用者サイドでは,情

報化の具体的実感がいまだ伴っていないというのが現状

である｡

地域でのIT活用定着をいっそう推し進め,地域情報化

を達成していくためには,情報化が地域の活性化あるいは

生活などの環境にどのように寄与するのか,直接的利便性

や,地域社会での適用目的とその進展イメージなどを明ら

かにしていく必要がある｡

ここでは,注目を集めているコミュニティに焦点を当

て,地域情報化の今後のあり方と,そのための日立製作

所のソリューションについて述べる｡

地域情幸馴ヒの現状と進展の方向

現在,各地域で,それぞれの状況に合わせた地域情報

化への幅広いアプローチが進められている(図1参照)｡

現状では,多くの地域で,ネットワーク基盤や基盤と

なるシステム･サービスが実現されてきている｡さらに,

先進的地域では,基盤となるシステム･サービスの運営

に当たるNPO(非営利団体)の組織化などを図り,サービ

スの充実･高度化を展開しているものがある｡これらは,

行政効率や住民サービスの向上といった,行政事務を対

象とした高度化へのアプローチであるものが多い｡

これらのアプローチは重安であり,図1に示す｢サービ

ス統合フェーズ+までは基盤システムの充実を主体に進

展する｡しかし,最終的には,地域における既存産業の

効率化,新規産業の創出など経済の再生を図り,地域生

活･芸術･文化などを含む地域の独自性をはぐくむこと

で持続的な成長を実現していく｢自律地域経営フェーズ+

へと進展していくことが,地域では求められている｡IT

､丘 ▼現時点

地域課題対象IT化

一地域利便環境構築-

●

自律地域経営化

一地域園活動支援システムー旨
●コミュニティビジネスシステムの毒

住民サービスの情幸馴ヒ

一住民サービス弓貞イヒー

･住民サービスシステムの構築

庁内業務の情報化

ー庁内基盤強化-

･国一区市町村行政連携基盤
･アクセスの多様化

･24時間受け付け運営

･オンライン受け付け

地域サービス性弓針ヒ

≡∃ 一

･認証などlT化基盤整備
連携による地域課題対処 構築･運営

･基幹業務方式標準化整備 -サービス融合-
の】T支援

･民間活力導入による地域
サービスの良質化を図る
lTシステム

･広域サービスシステムの
構築

･lTを活用した新たなコミュ

ニティビジネスの実現

･地域経済システムの構築･運営,…
雇用創出

･地域教育システムの構築･運営…

･地域生活支援システムの構築･…
運営

･地域連携(コラボレーション)環境き

･行政サービスの充実一地域サービス

●CRM

汀アクセス基盤整備

ーネットワーク,基盤整備-

･各種行政基幹ネットワーク

･地域イントラネット

･地域インタ…ネット

r泊汁

オペレーション整備 葵
一運営基盤整備-

●運営の統合

･共同利用化
ネットワーク相互接続

一ネットワーク統合-

･共同利用センター･仲介サービス

･広]或サービスの構築

･コミュニティに対応するサー

の構築

自律地域経営フェーズ

民間汀基盤サービスの展開 民間サービスのネットワーク化 ビスビジネスの確立

ーネットワーク.サービスー ー広域化とローカル化-

･民間アクセス基盤の拡九充実 ･顧客固定化サービスベ¶スの確立
･地域生′吉支援コミューケー

･iDCサービスの展開 (サービスコミュニティベース) ンヨ/環境の構築

∨〟√●yゲ〟仙∧1〟∨外W●∧∨∧
l

基盤整備フェーズ サービス充実フェーズ サービス統合フェーズ 地域課題対処フェーズ

推進内容 推進内容 推進内容 推進内容 推進内容

･lT基盤整備(ネットワークと ･オンライン受け付けの充実 ･官民融合,NPO活用 ･地域課題解決を目的とした ･地域付加価値創生を目的

.忘.忘漂ムの構築瓢ご諾三三諾靴静･●吉諾≡諾認豊
艶コ】三笠警慧古訓まか)蔓

とした1T化(地域経済,生息

文化など)

･個別サ什ビスシステムの構築
(PFし0･SIASPなど)

･地域諸活動支援システムの コミュニティ間相互の連携

･メディアサービスの構築 構築

l

たな地域システムの構築

注:略語説明

CRM(Citize=RelationshipManageme=t).PFl(PrivateFinancelnitiative),iDC(lnternetDatacenter),0･S(Outsourcing),

ASP(ApplicationSeⅣiceProvider)

図1地域情報化の進展方向

地域情幸馴ヒでは.サービスの融合などによってさまざまな地域の課題に対処し,自律的な地域経営実現へと進展を図ることが求められる｡
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活用の方向性も,これらを促進するものへと変化させて

いかなければならない｡このためには,地域情報化のパ

ラダイムシフトが必要であり,地域のさまざまなコミュニ

ティを主役にした取り組みが本質的に重要になる｡それら

のアプローチはすでに始まりつつある｡同国に示す｢サー

ビス統合フェーズ+での自律的サービス運営化の試みや,

｢地域課題対処フェーズ+に示す特定コミュニティ活動サ

ポートを目的とするシステム化の試みである｡

今後の地域情報化では,いっそう地域経常的視点を取

り入れていくことが望まれる｡そのためには,なるべく

多くの地域主体を巻き込む展開が必柴木可欠であり,以

下に示す展開が重要なポイントとなる｡

(1)利用者拡大:さまざまな地域活動の相乗効果を図る

ために,地域住民を含むIT利用者の増人が必要

(2)汎用利用環境構築:特定の利用者だけを対象とする

個別システム構築アプローチだけでなく,広範な利便環

境構築が必要

(3)情報リテラシー(活用能力)向上策設定:利用者の情

報リテラシー向上のための継続的環境が必要

(4)地域参加拡大:一利用者を越えて地域活動参加を果

たすうえでの障害の排除と,動機付けのデザインが必要

(5)地域アイデンティティ構築:地域の特徴を生かした

情報化･ネットワーク化のデザインが必要

地方分権

的に地域経営

画
地城生活の向上地域産業の活性化,環嵐

教育,高齢化対策など課題が多い｡

(6)地域運営モデル構築:経常的に活用するために,コ

ストとメリットの′ヾランスをとるくふうが必要

これらを実現していくためには,今まで以上に地域主

体の実活動に日を向け,それに合ったIT化アプローチを

積極的に地域情報化施策に取り入れることが望まれる｡

地域コミュニティによる地域情報化

日立製作所が考える地域コミュニティを中心とした地

域情報化の流れを図2に示す｡

図2に示すように,コミュニティを中心とした地域情

報化は,地域が抱える社会課題などを積極的に解決し,

付加価値を創造する目的で,ITを用いる考え方から定義

される｡

コミュニティに着日した地域情報化策としては,｢地

域通貨+や｢地域コミュニケーション(例えば麗子会議皐,

電子投票)+などが現状,あげられる｡前者は,地域内で

｢通貨+という概念を用いて住民間のサービス交換などを

促進し,コミュニティの活性化を図ろうとするものであ

る｡後者は,IT環境を用いて,｢自治体と住民+や｢住民

と住民+などの間のコミュニケーション阻害要因を排除

し,高度なコミュニケーション環境へと発展させ,地域

課題に対処する基盤としようとするものである｡

このように,コミュニティによる地域情報化へのアブ

[麺画
独自課う臥PFlの導入や,NPOとの
連携が必要

自治体,住民,地域企業,学校,NPOなどの地域コミュニティメン/トが連携し,

地域コミュニティが主体となって課題に対応する必要性が発生

旧来型地縁社会の崩壊 lTの進展

lT活用による地域活性化が求められる地域コミュニティ

･自治体は,地域活性化に向けて新しい地域コミュニティの創見地域サービスの推進を重視

･国の施策でも地域活性化支援関連事業が増加

･多様な地域コミュニティメンバ…が連携,分担して活動を行う地域の汀環境整備

例:･新しい地域コミュニティを創造,活性化する手段としての地域通貨システム

･多様な地域コミュニティメンバーの交流基盤となる地域コミュニケーションシステム

図2 地域コミュニティに

よる地域情報化の流れ

地域コミュニティによる

地域情幸馴ヒは,地域が抱える

社会的課題などを積極的に

解決するために重要である｡

11
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ローチは,いわば地域のメディア的性格を持つものであ

り,直接的な導入効果を生むものではか､｡したがって,

推進には困難が伴うと予想される｡しかし,自律地域経

営実現を前提とし,地域主体を対象とした地域情報化を

推進するうえで基盤となるものであり,現状の地域情報

化をさらに高度化するうえで,最も有効なアプローチで

あると考える｡

地域コミュニティの情幸糾ヒのための

ソリューション

日立製作所は,地域コミュニティの情報化のための,

ITが果たす最も基本的な役割を,(1)コミュニティ管理,

(2)コミュニケーション,(3)コラボレーション,および

(4)アプリケーションのレイヤで考えている(図3参照)｡

｢アプリケーション+は,例えば地域観光システムのよ

うな,さらに上位の地域社会システムに連動するもので

ある｡今後,コミュニティベースの地域情報化を進める

ためには,さまざまな目的を持つ上位の地域社会システ

ムとコミュニティ活動が,ダイナミックに連動すること

アプリケーション

コラボレーション

コミュニケーション

コミュニティ管理

が必要となる｡したがって,コミュニティソリューショ

ンは上位アプリケーションと連動するものでなくてはな

らない｡コミュニティソリューションの日々の活用と,

これに連動して運用される上位地域社会システムが,地

域の活性化につながるものとして期待される｡

4.1エコマネー支援システム

エコマネーは地域通貨の一つであり,住民間のボラン

タリーなサービス交換を媒介する目的を持つ｡地域通貨

の運用しだいで他人に頼みにくいサービスの依頼でも,

地域通貨が媒介してサービス交換がなされる効果がある

と言われている(図4参照)｡

エコマネー支援システムは,コミュニティメンバーと

各メンバーの提供する地域サービスを管理し,コーディ

ネータを介した地域住民間のニーズとシーズのマッチン

グを行い,エコマネーの受け渡しを支援する｡日立製作

所は,このウェブシステムを用いて地域通貨の運営に関

する支援を行う｡

エコマネーなどの地域通貨は各地で試行が行われてお

り,多くの自治体から注目を集めている｡このようなシ

下記レイヤと連動する｡特定コミュニティ活動やサービスを
サポート

自律型地域経営サポートアプリケーション
例:エコマネーシステム,市民会議システム,リサイクル受付

システム,電子投票

地域通貨

エコマネーシステム

目的に応じて活動をサポートする｡だれが,何を,どのように

連携,分担するかを支援

紹介,仲介,コーディネイト,マッチング

コミュニティ活動に必要な情報の共有･編集･蓄積･活用を
支援

情報の共有～編集～蓄積～活用

ネットワーク上の安心,安全なコミュニティ活動と運用を

支援

メンバー管理,個人認証,コンテンツ管理

依籍者

提供者

サービス情報

メンバー情報

地域コミュニ

ケーション

市民会議システム

住民意見

まちづくり

施策案

メンバー情報

新たな地域サービス

システム

LA SEE

DO

図3 地域コミュニティの情幸馴ヒのためのソリューション

コミュニティベlスの地域情幸馴ヒでは,メンバーの管理,コミュニケーション環境,およぴコラボレーション環境の上に,地域アプリケー

ションが位置づけられる｡
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エコマネーセンター

庭の手入れを

してください｡

庭の手入れをし

ていただきました｡

1,000地域通貨

をお渡ししました｡

(2)

サービス申し込み

(7)

実施結果記鋸
〆`′
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鼠工騒テム
代理入力

□
鞄

(3)

マッチング

コーディネーター

(4)

マッチング結果通知

(5) サービス実施

(6) エコマネー支払い

1) 牧

提供サービス登毒裏

水曜日の午前中,
庭の手入れがで

きます｡

サービス交換･提供者
図4 エコマネー支援シ
ステム

地域通貨(エコマネー)を

用いて地域内のさまざまな

サービス交換を促進し,

コミュニティの再生などを

図る｡
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図5 コミュニティメディアシステム(仮称)
さまざまなコミュニティ活動を支えるために,共有の｢場+を自由に設定してコミュニケーションを行う｡

∈髪′乍ノ㌢ラ～碧∴一㌢

鼻筋
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ステムを活用し,地域主体の活動を支援することで,商

店街の活性化などの効果を創出することが期待される｡

4.2 コミュニティメディアシステム

地域コミュニティのコミュニケーション環境を整える

ために開発しているコミュニティ メディアシステム(仮

称)の画面例を図5に示す｡

さまざまな地域主体のかかわりで構成されるコミュニ

ティ活動を支えるためには,共有の場とそこでのコミュ

ニケーション手段が求められる｡

このシステムでは,ウェブサーバ上に下地となるデー

タを置き,これを共有の場としてカードをはるように,情

報を配置しながらコミュニケーションを進める｡コミュ

ニケーション以外にも｢地図.Lの地域情報編集+などの場

を任意に設定することが可能であり,生活_Lの口コミ情

報の交換など利便性環境の構築も取り扱うことがで

きる｡

また,インタフェースを直観的なものにすることで,

｢利用しやすさ+と｢コミュニティへの参加しやすさ+の実

現を目標としている｡日立製作所は,このコミュニケー

ション環境を実現するウェブシステムを提供し,コミュ

ニティ活動の進行を支援する｡

これらはコミュニティにおけるシステムの事例である

が,地域コミュニティのニーズは多様である｡日立製作

所は,ここで紹介した例を含めて地域コミュニティへの

ソリューションを継続して整備していく予定である｡

おわりに

ここでは,今後の地域情報化の進展目標を自律地域経

営に置き,コミュニティの位置づけおよびそれに対応す

るソリューションについて述べた｡

今後の地域情報化は,例えば雇用確保など,地域の諸

14

問題を前提に推進しなければならない｡コミュニティか

らのアプローチは,地域情報化に取り組むための第一歩

である｡

日立製作所は,今後も,地域コミュニティのための優

れたソリューションを継続して整備し,さまざまな地域

ニーズに対九日していく考えである｡
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